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家政学の分野におけるライフサイ■1)レの研た

奈良す大人間文化研　〇小林朝子　　筑波大牡会エータ研　小机4t －

〈目的〉専門分野の研究活動。発展や変容の遺程1 それぞaの専門ﾉか野。ライフサイク

ルv:みるZ とヵり"きる。t返せぼ、ライフサべ'1)レの観､わヽら専門ﾉ分野の動向をダイナミ

ヽングに捉えることが｀r゛きる。科学のうイフサイフルを定*的に把樋I か斯する方->lには穣

々なも<^ があ% が, a 難ぢものが%い。I +ブヽIit年、コンピュータを利用I f--i献f'- タ

ベースシステムが容I,に利用T きるようになり、それを呵I) Tライフサイ-7 )レを把裸でヽき

るようにV ■>た。象政営以ﾀﾄの専瀾分野にお｀いz は, 々でにそのライフサイ7 Iレに関I T.
議諭-されているがヽ、本研究では、曝政学や分野におけるライフサイクJレの特徴を調べ、そ

の研究活動の時間的推移・）様相を検討ヲる。

＜方法〉　本研究ではERioり申r 主に唆術諭文.t対象とI tこCIJEを用いて、家攻咎・分野

りう･r フサ･fグル･）分折t行なった。ERICぶは家政学に関係t-S論文が≒も､･）チータベー

スに叱べてよりーく晴録さa ている。また対象諭丈は、'HONE ECONOMLCS゛及びその閔連語

を吸－ワードとI Xもつ諭文と{ だ。対象期間･れ6 年ヵヽらi983年の15年間である。

〈糾果> 分析・結果、家政学におヽける訪領域・ライフサイ7 Iレハ’タン９様々な特徴が明

らかにな･､t=、またそれら台時間的相互関係に7 いてもいくつ外ク､知I.り町等られた。今後、

データベ｀－スt用い乙々らに分析を進めるごと･こぶって、家政学の分野における研究治動

刎むMや研色資源の適邦な配分なVヽりいヽるた<J6 。基礎^なる、実証的研究を行なうこと

が-i｀さると考えられる。

E 16 趾叔糾婚にあ･It る要a の今柿

大拳々大･ /､闇>i.i%科導研．明東存院女短大 mm t.子

　a 的　いii;ヽ恥質り追心i^ とぷ｡生遠心テ- マに却って, '<≫n＼r』に聞虎調奎i 良施し乙,ヽう

が, 肴俸形厦の£べ化に闇ず5 奪凶とレて亀択姉-^に羞§ ., 匁系調iを行い― -tt.代･

i -tt代虹婦の逡択姉'!i1'・l＼°々一，χ振を郎,-t い5 . 死七申ヤ疾覇脈カなr･・ft き,i勾球^

El衣4r-IJと撲心ない地代｀熟食1= あヽいて，£恢剱＼k の様湘把将は"^トの遮化を考t ^ よv隻

孚であ'^。今回は，未雅の垢い男-r 貳ど'のようなie.偶渚亙択玄行あヽうi.し乙い3 のヵヽ■k鋪

Xし，逢択剱糖の奉加の把振乞試みた。今0鋼船ままた,未来り奪枚のあり恣左僅る上x"

む光義あ"b t とと省x.よう。

　方味　配消考逢択I" 闇すi傾±t誉関脈鋼査域により行，た。咳閉頑目設4-に闇t ?舗

i ( 拶和島年io s ), 子備鏑査を経て, ^(>の咳問護爾をlft.1tし, lo函前後の罵・々今釘

2.s-eif,t対－に，本鯖奮(. 部享ロsg年^月～10 s )i 実施し化。鋼t*t日色－も的･こ設*し，

浬択紘^の専因左棟? ために因子争荷i. n った。

　鮪栗　喩間遠目板t-に聞す^調査ら

＼i, 峠-i^を匁£義とut とらx.ず，個,本位とt乙受け止めズい2.といえよう。本調i.'i.

料の解析(・ふI) , 男をにiいヽでは好*,の- 気・はっら-> さ・A- Pfl的あfc t^ かさ・外^の良

？の･吸, -*-̂ にふヽい■zは現良的･ ﾀﾄ・の良く!・nつらっさ・徊･ふの一負の"li ぐ. % ／～第

仏a 子公避＼-i'・れお.


